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◇問合せ・連絡先：　大会総務　　植田和光
Tel.075-753-6124 Fax.075-753-6104　 E-mail: uedak@kais.kyoto-u.ac.jp


2005年度学校活動における農芸化学の普及活動補助申請書

	授業・セミナー・講習会等の名称
	高校生による「化学・生物・環境」研究発表会　（仮称）

主催：２００６年度大会実行委員会

	開催日時


	2006年3月26日（日）　10:00～17:00　（２００６年度大会２日目）

	開催場所


	京都女子大学体育館（２００６年度大会展示会場）

	授業・セミナー・講習会等の企画概容

（支部大会等の支部の行事に際して企画する場合は、それを明記して下さい）


	いくつかの高校では，クラブ活動・課外活動等を通して，高校生を主体とする化学や生物に関する研究が活発に行われている．それらの研究テーマは日本農芸化学会がカバーする研究領域とも深く関係している．しかし，現状では，多くの農芸化学会会員は，高校でのそのような研究活動を十分には認識していない．一方，高校生のみならず，高校の理科担当教員や進路指導教員には“農芸化学”という研究領域名はほとんど認識されていないことが浮き彫りになってきている．そこで，2006年度大会期間中に，高校生による研究成果のポスター発表会を特別企画し，学会参加者と高校生及び高校教員と直接対話する場を設ける．ここでは，高校生の化学や生物に対する興味の深さや研究の熱意を参加者自身が認識し，高校生に熱い応援メッセージを投げかけるとともに，バイオサイエンス・バイオテクノロジーを主体とした“農芸化学”に対する高校生及び高校教員の認識を深めることを目的とする．参加対象とする高校は，時間や経費の関係上近畿中心となることが予想されるが，他の地域からの応募も妨げない．ポスター発表に対しては，いくつかの賞を設定し，学会参加者の自由投票をもとに当日表彰する．また，高校生の参加には，交通費，昼食費等に関して多少の援助を計画している．

参加者数：数百人の予定（要旨集は1000部印刷）

	補助金の使途・明細等（項目別にお書き下さい）


	ポスターボード賃貸料補助
20@2500 = ￥50,000

賞状・賞品（参加賞も含む）補助
　　　　　￥50,000

要旨集印刷費補助
1000@200 = \200,000

参加案内パンフレット印刷費補助
100@500 = \50,000

高校生発表者(共同研究者を含む)

の交通費・昼食費補助
50＠1000 ＝ \50,000

（さらに30万円程の不足が予想されるが，これは大会実行委員会負担とする）

	補助希望金額


	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４００，０００円

	備考


	別紙のとおり




◆紙面不足の場合は、別紙に記し、添付して下さい。

備考

高校生参加者の保険なども考慮中である．

本企画に対しては，本部交付金だけでなく，一部，大会実行委員会からの支出も計画している．実行委員会で想定した大会収入見込みは約6300万円で，一方，大会各担当者から提出された支出見込みの総額は，収入見込みを約500万円超過している．こうした厳しい予算見積状況ではあるが，学会の将来的なことを考えると高校生，および高校教員に向けての“農芸化学”のアピールは欠かせないと実行委員会で判断した．実行委員会からは，本事業に対し約30万円の支出を計画し，残り40万円を普及活動事業として本部からの補助を願いたい．ただし，この赤字予算の現状を改善するため，実行委員会では現在，収入増加に向けて企業への積極的な協力依頼と，支出減のための方策を各担当で検討中である．さらに，今回提案する本企画の成果があったと判断された場合，今後の大会実行にも継承できると考えている．
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